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鉄骨箱型柱 と 1 型梁 の 接 合部の 研究
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　 §1．緒 雷　鉄骨構造の 柱、は りの 接合部に 於い て、

柱 を 箱形 とし通 しの 接台用 ガ セ ッ トを な くし、 トッ プ プ

レ ートを併用 した もの に り ベ ッ ト、溶接 の 接合を し て 、

は リフ ラ ン ヂ の 引張及 び圧縮応力 が 柱 に伝達 さ れ る際

の 、接 合部 の プ ロ ポ ーシ ョ ン が そ の 耐 力 に 与 え る影 響 に

つ い て 行 っ た もの で あ る。

　 §2． 実験計画　第 1 表に示す如 く、は り型、X 型 の

種 とし た vX 型で は水平荷重時を考慮 したもの で ある 。

こ れ らの 場合、接合寸法 は
一

定 と し特に ト ッ プ プ レ ー ト

に変化を与 え た 。 試験体 の 概要及 び 加力方法 は 第 1〜3

図に 示す．、トッ プ プ レ
ートは T タ イ プ とC タ イ プ に分け

（第 3 園 ） T タ イ ブ は ト ッ プ プ レ ー トを切 らず に 柱外周

を 廻 し、C タ イ プ は切断した もの で ある。は り王材 2Ls
− 50 × 50x6 、柱主 材 は 詮，厂 8 の 箱型 。
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第 1 図 X 型試験体の 形状、加力寸法
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　　　　 第 2 図 梁型 試験体 の 形 状加 力方法
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　　　　　　 第 3 図　 ト ッ プ プ レ ートの 形 状

　 §3． 実験結果 と そ の 考察第 4 図 に示す もの は、は り，

型 で は 荷重 と中央及 び 1／4 点 で の た わ み と荷重 の 関係を

示す 曲線で 、X 型 で は 、荷重 と柱 は り中心 軸 に対す るた、

わみ との 関係を示す 曲線 で ある。

　 い ずれ の 場合 に於 い て も、 1 型 と 2 型 と の い わゆ る

トッ プ プ レ ートの 切 断 に は あ ま り影響 され て い な い 。 又

最大荷里時の 材の 降伏個所は 、W ．S．G ．に よれば、は り

型、X 型、共 1 型 の は り材 の 主材 と ガ セ ッ トプ レ ート と

の 接合点 で あ っ た。従 っ て W ．S ．G に よ れ ば、い ず れ の

場合も接合用ガ セ
ッ トプ レート、 トッ ププ レートの 歪 は．

大 きくな らな か っ た e 本試験体が特に実施案 の 模型 で あ

り、相当安全 の た め に プ レ ートの厚 さを 大 に した。した

が っ て 本試験体の プ ロ ポーシ ョ ン に よ る接合は 安全 と考

え る 。 又、は　　　　　第 1 表 実 験 計 画

りの ガ セ
ッ ト

ブ レ ートが接 徳酉酊

合 され て い る　
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柱材 の プ レ ー

ト面の挫屈及

び 歪も測定の 　 z5

結果大 き く出

なか っ た が、
　 　 　 　 　 　 　 10

次回で は特に

こ の 部分の 応

力伝達及び降
　 　 　 　 　 　 　 Is

伏 の 状 態 を 考

え る た め に実

験経続中で あ　 rD

る。 又、X 型

に於い て、柱

材 の 変形及び　
5

歪 もは り材 に
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　　 第 4 図 荷重た わ み 曲綜

い て は安全で あ る こ と が確め られ た 。
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